
（一社）日本バルブ工業会
彦根支部

全体会議を開催

令
和
７
年
10
月
11
日（
土
）・

10
月
18
日（
土
）

10
月
25
日（
土
）

多
賀
町
民
グ
ラ
ン
ド

令和７年６月６日 第203号

令和7年度　３級機械検査講習会　１4日間コース開講
　令和７年度技能検定試験に合わせ、３級機械検
査講習会１4日間コースを４月１６日（水）に開講致し
ました。受講生の皆様は、学科・実技試験合格に向
け、熱心に学んでおられます。また、２級機械検査講
習会は、９月より１９日間コースを開講予定です。

滋賀バルブだより

第38期通常総会を開催

全
議
案
承
認
さ
れ
る

　
滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合（
理
事
長
濵
口
浩
一
）第　
期
通
常
総
会
が
、

去
る
、５
月　
日（
金
）午
後
４
時
よ
り
料
亭
旅
館「
や
す
井
」に
お
い
て
、

組
合
員　
名（
委
任
状
提
出
９
名
）の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
議
長
に
奥
村
晋
一
氏（（
株
）オ
ー
ケ
ー
エ
ム
代
表
取
締
役
社

長
）を
選
出
し
、議
事
の
審
議
を
行
っ
た
。第
１
号
議
案「
令
和
６
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
計
算・損
失
処
理（
案
）の
件
」、第
２
号
議
案「
令

和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）の
件
」、第
３
号
議

案「
借
入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
取
引
金
融
機
関
決
定
の
件
」、第
４
号

議
案「
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
の
件
」、第
５
号
議
案「
専
務
理
事
退
任

に
伴
う
理
事
の
補
充
選
任
の
件
」を
上
程
し
、各
議
案
慎
重
に
審
議
賜

り
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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編
　
集
　
後
　
記

退
任
の
ご
挨
拶

おめでとう
ございます！

創業100周年

経済産業省近畿経済産業局

優　勝　清水　康裕　氏　
　　　　　　清 水 工 業（株）
準優勝　竹下　　元　氏　
　　　　　　近江化学工業（株）
３　 位　土居　真人　氏　
　　　　　　宮 部 鉄 工（株）

「春季ゴルフ大会」
令和7年４月5日（土）於：名神八日市カントリー俱楽部

今
後
の
事
業
予
定

安
全
標
語
の
募
集

生
産
高
調
査
の
実
施

軟
式
野
球
大
会
の
開
催

令
和
７
年
６
月
１
日（
日
）〜

６
月
25
日（
水
）

組
合
事
業
所
に
勤
務
す
る
皆
様

令
和
７
年
７
月
17
日（
木
）

組合員の沢村バルブ㈱は、大正１４年
５月に彦根市四十九町で創業され、
本年５月に１００周年を迎えられまし
た。お喜び申し上げるとともに、次の
１００年に向けて更なる飛躍をされま
すことを祈念いたします。

関西の中小企業が新たに開発した製品・技
術等が選ばれる「関西ものづくり新撰
2025」の特別賞に廣瀬バルブ工業㈱が
「環境にやさしい“水のちから”賞」を受賞。
また、現在の日本や世界が抱える社会課題
等の解決に資する製品・技術（カーボン
ニュートラル社会の実現）の応募分野から、
㈱オーケーエムの「アンモニア燃料船向け 
ダブルフラップ型排気ガス処理装置用バル
ブ」が受賞されました。

「関西ものづくり新撰２０２５」

該
当
事
業
所
に
改
め
て
お
願
い

し
ま
す

令
和
７
年
１
月
〜
６
月
の
生
産
高

調
査
対
象

調
査
内
容

応
募
資
格

審
査
会

会　
　
場

予
備
日

開
催
日

募
集
時
期

　（一社）日本バルブ工業会彦根支部全
体会議を去る、５月９日（金）午後５時よ
り御料理「伊勢幾」にて開催、ご来賓に
（一社）日本バルブ工業会専務理事 濱崎
雅幸氏をお迎えし、ご挨拶を頂戴致しま
した。
　４月１日（火）より支部長が、村井米男氏
（当組合元理事、（一社）日本バルブ工業
会副会長、（株）オーケーエム取締役会長）
から小田仁志氏（（株）キッツエスジーエス
（旧社名（株）清水合金製作所）代表取締
役社長）に交代就任されました。
　村井米男氏におかれましては、10年の
長きにわたり、彦根支部長のご重責をお
受け賜りありがとうございました。

１級
2級
2級
2級
3級

〒522-0063 彦根市中央町3-8彦根商工会議所3階
TEL 0749-22-4873  FAX 0749-22-0463

滋賀バルブ協同組合

　

第
５
号
議
案「
専
務
理
事
退
任
に

伴
う
理
事
の
補
充
選
任
の
件
」で
は
、

中
川
八
州
男
氏
が
専
務
理
事
を
退

任
し
、新
た
に
寺
村
康
正
氏
が
補
充

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ご
来
賓
と
し
て
滋
賀

県
東
北
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

佐
々
木
宗
生
氏
・
金
属
材
料
係
長

安
田
吉
伸
氏
、彦
根
市
長
田
島
一
成

氏・同
産
業
部
長
稲
野
善
行
氏
、彦

根
商
工
会
議
所
会
頭
沼
尾
護
氏
、滋

賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
も
の
づ

く
り
支
援
室
長
早
瀬
和
志
氏
を
お

迎
え
し
、丁
重
な
る
ご
祝
辞
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、交
流
懇
親
会
を
開

宴
し
、会
員・賛
助
会
員
の
情
報
交
換

場
と
し
て
和
や
か
に
交
流
を
深
め
て

頂
き
、盛
会
裡
に
閉
宴
し
ま
し
た
。

出
し
、議
事
の
審
議
を
行
っ
た
。第
１

号
議
案「
令
和
６
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
の
件
」、第
２
号

議
案
「
令
和
７
年
度
事
業
計
画

（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）の
件
」

を
上
程
し
、全
て
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、本
総
会
を
も
っ
て
小
野
慎
一

氏
が
青
年
部
卒
業
と
な
り
、青
年
部

会
員
は　
名
に
な
り
ま
し
た
。

30

　

滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
青
年
部

（
部
長
松
林
克
蔵
）第　
回
通
常
総

会
が
、去
る
、５
月　
日（
月
）午
後
５

時
よ
り
鮨
割
烹「
銀
水
」に
お
い
て
、

部
員　

名（
委
任
状
提
出
６
名
）、ご

来
賓
に
滋
賀
県
中
小
企
業
青
年
中

央
会
副
会
長
珠
玖
成
生
氏
、滋
賀
バ

ル
ブ
協
同
組
合
理
事
長
濵
口
浩
一

氏
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、ご
来
賓
よ
り
ご
祝
辞

を
頂
戴
後
、松
林
部
長
を
議
長
に
選
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18

30
第
　
回
青
年
部
通
常
総
会
を
開
催

　   

全
議
案
承
認
さ
れ
る

田島一成氏
　ご挨拶
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第　

期
通
常
総
会
を
終
え
、令

和
７
年
度
事
業
が
本
格
的
に
始
動

し
ま
す
。当
組
合
は
、事
務
所
を
今

年
１
月
よ
り　

年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
東
北
部
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
彦
根
庁
舎（
彦
根
市
岡
町　

）

か
ら
彦
根
商
工
会
議
所
会
館
３
階

（
彦
根
市
中
央
町
３
―
８
）へ
移
転

し
ま
し
た
。皆
様
方
に
ご
不
便
を
お

掛
け
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
の
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
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５
月　
日（
金
）を
も
ち
ま
し
て
、

滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
専
務
理
事

の
職
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
、格
別
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
有
難
く
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　

前
専
務
理
事　
中
川 

八
州
男

徳岡 慎也 氏
近田 天佑 氏
高橋 優太 氏
堀 　　誠 氏
山本 晋平 氏

廣瀬バルブ工業㈱ 
廣瀬バルブ工業㈱ 
廣瀬バルブ工業㈱
㈱大和バルブ彦根工場 
㈱大和バルブ彦根工場

油圧装置調整技能士
油圧装置調整技能士
油圧装置調整技能士 
機械検査技能士  
機械検査技能士

令和６年度後期「国家試験・技能検定」合格者

（令和６年前期合格）

彦バルくん


